
SSRlの登場は、より軽微な副作用プロファイルでありながら患者

を有効に治療することが可能になつたという点で、うつ病治療に

革命をもたらした。

そしてDual reuptake inhibたorであるSNR:の登場によりゃな痛

そして身体症状といった、うつ病の治療目標をこれまでにない

角度からも捉える意義が明らかになつた。

今後、脳画像診断結果や分子生物学的評価項目など、

うつ病の根底にある病態生理の特徴を明確化することで、

うつ病に対するさらに進んだ理解や治療が得られることが

期待される。

勉


